
　

6
月
28
日
に
北
海
道
か
ら
津
波
浸
水
予

測
図
が
発
表
さ
れ
、
登
別
市
の
最
大
津
波

水
位
は
10
・
2
㍍
に
な
る
こ
と
を
広
報
の

ぼ
り
べ
つ
8
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
津
波
避
難
計

画
の
策
定
や
地
域
防
災
計
画
、
避
難
所
、

備
蓄
倉
庫
の
見
直
し
な
ど
、
災
害
対
策
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
規
模
の
災
害
が
実
際
に
発
生
し

た
と
き
に
は
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

命
を
守
る
た
め
、
自
ら
迅
速
に
判
断
し

行
動
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ
の
こ
と
が
い

か
に
大
切
か
を
示
す
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
『
釜
石
の
奇
跡
』
で
す
。

　

岩
手
県
の
釜
石
市
立
釜
石
東
中
学
校
の

生
徒
た
ち
は
、
地
震
発
生
直
後
、
自
ら
の

判
断
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
設
定
さ
れ

て
い
た
高
台
の
避
難
所
よ
り
も
さ
ら
に
高

い
場
所
に
避
難
。
そ
の
日
登
校
し
て
い
た

生
徒
全
員
が
助
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
奇
跡
は
、
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た

防
災
教
育
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自

分
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
も
し
大
災
害

が
発
生
し
た
ら
ど
う
行
動
す
る
か
、
ど
ん

な
準
備
が
必
要
か
を
日
ご
ろ
か
ら
一
人
一

人
が
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
も
の

特
集　

地
震
・
津
波

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
6
カ
月
。

　

あ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
一
人
一
人
の
防
災
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
9
月
１
日
の
『
防
災
の
日
』
に
ち
な
み
、
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た
と
き
に
と
る
べ
き

行
動
や
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
市
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
巨
大
地
震
が

発
生
。
地
震
と
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
と
し
た
高
い
津
波
に
よ
り
、
死
者
１
万
5
千
857
人
、
行

方
不
明
者
3
千
57
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

犠
牲
に
な
っ
た
人
の
9
割
以
上
が
津
波
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

 

（
人
的
被
害　

4
月
25
日
警
察
庁
調
べ
）

避
難
の
た
め
の
三
原
則

 

（
岩
手
県
釜
石
市
津
波
防
災
教
育
よ
り
）

一
、
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」

二
、
「
最
善
を
尽
く
せ
」

三
、
「
率
先
避
難
者
た
れ
」

約10万5,000人の死者・行方不明者を出した
関東大震災（大正12年）を忘れず、防災の教
訓として活かすため、昭和35年 9 月１日、
『防災の日』が定められました。
［写真提供　岩手県宮古市役所］
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特集　地震・津波
そのときあなたはどうしますか


